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 .本書は、特にことわりのない限り、 
お買い上げ時の状態で、待受画面から
の操作方法を説明しています。設定が
変更されていたり、他の機能が動作し
ているときなどは、動作が異なった
り、動作しないことがあります。
 .本書内の画面は実際の画面表示とは
異なることがあります。操作の目安
としてご利用ください。
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ルールを守りましょう
本機の使いかたを誤ると、機器の発熱・破壊・感電
といった危険を伴い、死亡または重傷を負う恐れが
あります。
以下の内容および「安全上のご注意」（AP.12-26～
P.12-33）をお読みのうえ、正しくお使いください。

こんな使いかたはやめましょう
 ■充電端子を接触させない

金属製のストラップやヘアピンな
どで充電端子同士を接触させると
非常に危険です。持ち運び時にも十
分ご注意ください。

 ■分解／改造しない
キャビネットを開けたり改造したり
しないでください。感電やけがの原
因となります。修理などはウィルコ
ムサービスセンターまたはシャープ
株式会社 移動体サービス事業推進
センターにご依頼ください。

 ■水や海水につけない／濡らさない
水濡れによる故障だけでなく、内部
に水が入ると火災や感電の原因と
なります。水などの入った容器の近
くにも置かないでください。

 ■加熱しない
乾燥などの目的で、電子レンジなど
の加熱調理機器に入れないでくだ
さい。また、高温になる場所で使用
しないでください。

 ■指定品以外は使用しない
ACアダプタ／電池パックなどは、
必ず指定のものをお使いください。

 ■電池パックは特に注意
電池パックは取り扱いを誤ると、漏
液・発熱・破裂・発火などの原因
となります。

マナーとルールについて
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 ■運転中は使用しない
自動車などの運転中は絶対に使用
しないでください。メールを見るだ
けで処罰の対象となります。

こんな場所では電源を切りましょう
 ■航空機内

運航の安全に支障をきたす可能性
があります（電波を出さない設定に
することなどで、航空機内で電話機
を使用できるときは、航空会社の指
示に従い、適切にご使用ください）。
 ■満員電車など

付近に植込み型心臓ペースメーカ
および植込み型除細動器を装着さ
れている方がいると、誤動作などの
影響を与えることがあります。

マナーを守りましょう
本機をお使いになるときは、周囲への気配りを忘れ
ないようにしましょう。次のような場所では、特にご
注意ください。
 ■医療機関

医療機関の指示に従いましょう。
 ■電車やバスなどの交通機関

車内のアナウンスや掲示に従いましょう。
 ■劇場や映画館、美術館など

周囲の迷惑にならないよう電源を切っておきましょう。
 ■レストランやホテルのロビーなど

静かな場所では、大きな声での通話は控えましょう。
 ■街の中

通行の妨げにならない場所で使いましょう。
マナーを守るための便利な機能
 .マナーモード：着信があったりアラームが動作したりし
ても、本機から音が出ないようにします。
 .簡易留守録：電話を受けられないとき、相手のメッセージ
を本機に録音します。
 .電波Offモード：電源を入れたまま、電波を停止します。
 .安全運転モード：着信があっても、電話を受けられないよ
うにします。
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お使いになる前に、本
機を眺めて、各部の名
前とはたらきを覚えま
しょう。【　】内は本書
でのキー表記です。

各部の名前とはたらき

カメラ
ここから写真を撮影できます。

赤外線ポート
赤外線を利用して、他の機器とデータ
通信をするときに使います。

緊急ブザーキー【I】
緊急時に長く押すと、ブザーが鳴り周
りにお知らせできます。
※ 携帯時などに誤って押してしまわない
よう、ご注意ください。

サブディスプレイ
本機を閉じたまま、時刻や電話などの
着信が確認できます。

ストラップ取り付け穴
市販のストラップを取り付けるときに
使います。

スピーカー
着信音などが、ここから鳴ります。

電池カバー
電池パックやメモリカードを取り付け
るときに開きます。

スモールライト
充電中の状態や、着信などをお知らせ
します。
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メール／A/aキー【)】
メールを利用するときに使います。

通話キー【!】
電話をかけるときに使います。

電話帳キー【Gまたはb】
電話帳を利用したり、項目を選択したり
するときに使います。

着信履歴キー【Fまたはc】
かかってきた電話の履歴を利用したり、
項目を選択したりするときに使います。

センターキー【%】
メインメニューを表示したり、選択項目
を決定したりするときに使います。

楽ともキー（楽ともボタン）【BCAD】
あらかじめ登録した楽ともに、電話やE
メールで連絡するときに使います。

外部接続端子
キャップを開くと、充電用のACアダプタ
などを接続する端子があります。

カメラ／文字キー【&】
カメラを利用するときに使います。

受話口
相手の声がここから聞こえます。

電源キー【"】
操作を中断したり、長く押して電源を
入／切したりするときに使います。

発信履歴キー【Eまたはd】
かけた電話の履歴を利用したり、項目を
選択したりするときに使います。

便利キー【Hまたはa】
便利メニューを表示したり、項目を選択
したりするときに使います。

戻るキー【$】
前の画面や操作に戻るときに使います。ダイヤルキー【150(#など】

電話番号や文字を入力するときに使います。
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本機に電池パックが取
り付けられていないと
きは、次の手順で取り
付けます。取り外しの
方法も覚えておきま
しょう。

 .電池パックは本機に付
属しています。

取り付ける

1
電池カバーを
取り外す

電池カバー

 .電池カバーを押しなが
ら矢印の方向へスライ
ドさせたあと、持ち上
げます。

2
電池パックを
取り付ける

 .印刷面を上にして、電
池パックの先を合わせ
てください。

3
電池カバーを
取り付ける

 .電池カバーをキャビ
ネットの両端に合わせ
て、ゆっくりとスライ
ドさせます。

電池パックの取り付け／取り外し

電池パックについてのご注意①
 .電池パックを使い切った状態で、保管・放置しないでください。お客様が登録・設定した内
容が消失または変化したり、電池パックが使用できなくなることがあります。長期間保管・
放置するときは、半年に1回程度補充電を行ってください。
 .電池パックの使用条件によって、寿命が近づくにつれて電池パックが膨れることがありま
すが、安全上問題はありません。
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取り外す

1
電池カバーを
取り外す

電池カバー

 .電池カバーを押しなが
ら矢印の方向へスライ
ドさせたあと、持ち上
げます。

2
電池パックを
取り外す

 .図のように電池パック
を持ち上げます。

3
電池カバーを
取り付ける

 .電池カバーをキャビ
ネットの両端に合わせ
て、ゆっくりとスライ
ドさせます。

 .

電池パックについてのご注意②
 .電池パックは消耗品です。十分に充電しても使用できる時間が極端に短くなったら、交換時
期です。新しい電池パックをお買い求めください。
 .電池パックや本機の充電端子が汚れたら、乾いたきれいな綿棒などで清掃してください。そ
のままにしておくと、充電ができなくなるなど接触不良の原因となります。

リチウムイオン電池に
ついて
本機は、リチウムイオン
電池を使用しています。
リチウムイオン電池は
リサイクル可能な貴重
な資源です。

 .リサイクルは、お近く
のモバイル・リサイク
ル・ネットワークの
マークのあるお店で
行っています。

 .リサイクルのときは、
ショートさせたり、分
解しないでください。
火災・感電の原因とな
ります。
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本機をお使いになる前
に、しっかり充電して
おきましょう。充電は、
本機にACアダプタを
取り付けて行います。

 .ACアダプタは本機に
付属していません。オプ
ション品（別売）のACア
ダプタ（XN-AAWP01）
をお買い求めください。

充電する

1
外部接続端子の 
端子キャップを
矢印の方向に開く

 .端子キャップを開いた
あとは、本機を閉じて
おいてください。

2
外部接続端子にAC
アダプタの接続コネ
クターを差し込む

 .接続コネクターは、刻
印面を上にして接続し
てください。

3
ACアダプタのプラ
グを、家庭用ACコン
セントに差し込む

2

1

 .ACアダプタのプラグ
は起こして差し込んで
ください。

充電のしかた

ACアダプタ利用時のご注意
 .充電中は、ACアダプタや本機が温かくなることがあります。
 .充電するとき以外、プラグは倒してください。また、コードを強くひっぱったり、ねじったり
しないでください。断線の原因となります。
 .充電・イヤホンが同時使用できる市販のアダプタは、使用しないでください。故障の原因と
なることがあります。
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4
スモールライトが
赤色で点灯すれば、

充電開始

 .スモールライトが消灯す
れば、充電は完了です。
 .完了すれば、ACアダプ
タのプラグを家庭用AC
コンセントから抜き、プ
ラグを倒してください。

5
本機から

接続コネクター
を取り外す

 .リリースボタンを押さ
えながら、まっすぐに
引き抜いてください。
 .このあと、端子キャップ
を閉じます。

充電時の全体イメージ
家庭用
ACコンセント
AC100V

外部接続端子

端子キャップ

ACアダプタ

スモールライト

接続コネクター刻印面

リリース
ボタン

プラグ
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おもな使用キー

電源を入れてみましょ
う。電話やメールを受
けるため、普段は電源
を入れたままお使いく
ださい。

電源を入れる

1

"（長く押す）

 .上のような画面が表示
されれば、"から指を
離します。

2

しばらくすると…

 .上のような画面（「待受
画面」）が表示されます。

電源を切る

1

"（長く押す）

 .しばらくすると、電源が
切れます。

"

電源を入れる／切る
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おもな使用キー

この電話機の電話番号
を確認しましょう。
Hを押すと表示され
る「便利メニュー」の使
いかたも覚えましょう。

自分の電話番号

1
待受画面で

H

 .よく使う機能がまとめ
られた、便利メニュー
が表示されます。

2

G

 .「自分の番号」の項目の
色が変わり、選択され
ます。

3

%

 .電話番号が表示されま
す。確認を終わるとき
は、"を押します。

電話番号を確認する

項目の選択方法について
 .Gを押すと、1つ下の項目が選択されます。
Hを押すと、1つ上の項目が選択されます。G

%

"

H
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待受（まちうけ）画面は、
本機の操作の入口です。
よく使う画面なので、し
くみを覚えてきましょ
う。便利なソフトキーも
知っておきましょう。

画面のしくみ
待受画面

楽ともキー（BCAD：AP.18）に 
登録されている名前が表示されます。
該当するキーを押すと、簡単に電話や
Eメールで連絡できます。

現在の時刻が表示されます。

お好きな画像を表示できます
（壁紙：AP.35）。

ソフトキー
画面の下部には、その画面でB、%、
Aの各キーを押したときの動作が表
示されることがあります。
操作の目安としてお使いください。

B
を押した
ときの動作

A
を押した
ときの動作

%
を押した
ときの動作
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マークは、本機の状態
を示すバロメータで
す。ここでは、代表的な
マークの意味をご紹介
します。

マークの見かた
電波状態 電池残量

お知らせのためのおもなマーク

  読んでいないメールがあります

  受信していないメールがあります

  簡易留守録の用件録音があります

本機の設定を示すおもなマーク

 簡易留守録が設定されています

  マナーモードが設定されています

  アラームが設定されています

■が多いほど、電池残
量がたくさんあります。

 十分あります

 少なくなっています

 ほとんどありません

 ありません

棒の数が多いほど、電
波状態は良好です。

 良好です

 
 
 
 
 弱くなっています

 圏外です
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おもな使用キー

家族などに電話をかけ
て、ウィルコムを入手し
たことを伝えましょう。
折り返し、電話をかけ
てもらえば、受ける練
習もできます。

電話をかける

1
電波状態
を画面で確認

 .棒の数が多いほど、電
波状態は良好です。

2
電話番号を市外局番
からダイヤル

 .ダイヤルした数字が画
面に表示されます。

3

!

 .相手が電話を受けると、
お話しできます。

電話をかける／受ける

! "

相手の声の大きさを変えるとき
 .通話中にHを押すと、相手の声が大きくな
ります。Gを押すと、小さくなります。
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4
通話を終わるとき

"

電話を受ける

1
電話が

かかってくると

 .ベル（着信音）が鳴り、
上のような画面が表示
されます。

2
電話を受けるとき

!

3
通話を終わるとき

"

 .通話終了後の状態は、電
話をかけたときと同様
です。

相手の声を聞きやすくするには
 .通話中にFを押すと、相手の声がゆっくり聞こえます。
Eを押すと、低音がくっきり聞こえるようになります。

電話帳未登録の相手との通話後は
 .電話帳登録の確認画面が表示されます。「新規登録」／「追
加登録」を選び%を押すと、電話帳に登録できます。
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おもな使用キー

この電話機のいろいろ
な機能は、%を押すと
表示されるメインメ
ニューで呼び出すこと
ができます。

メインメニュー操作

1
待受画面で

%

 .メインメニューが表示
されます。メモ帳を呼
び出してみましょう。

2

FSG

 .「ツール」のマークに枠が
付き、選択されます。

3

%

 .「ツール」内のメニュー
が表示されます。

機能の呼び出しかた

$ "

マークの選択について
 .HGFEを押すと、上下左
右のマークを選択できます。

タブについて
 .タブがある画面では、EまたはFを
押すと、画面が切り替わります。

タブ
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4

G（4回）

 .「メモ帳」の項目の色が
変わり、選択されます。

5

%

 .メモ帳画面が表示され
ます。

6
待受画面に戻るとき

"

メインメニューに戻るとき
 .$を押すと、メインメニューに戻り、
マークの選択をやり直せます。



楽
と
も
キ
ー
の
使
い
か
た

18

おもな使用キー

よく連絡する相手は、
「楽ともキー」に登録し
ましょう。BCADで簡
単に電話をかけたり、E
メールを送信したりで
きます。

楽ともキーに登録

1
待受画面で

B

 .楽とも画面が表示され
ます。
 .CADにも、同様の操作
で登録できます。

2

G

 .「直接登録する」が選択
されます。

3

%SG

 .「名前／名：」が選択さ
れます。

楽ともキーの使いかた

G "

%

入力例について
 .ここでは、「たかこ」の名前（ニックネーム）で、電話番号、
メールアドレスを直接入力する操作を例に説明します。

E
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4
%S4S2

SES2（5回）

 .「たかこ」が表示されます。
 .文字の入力方法につい
ては、P .23を参照して
ください。

5
%（2回）

SG（2回）

 .「電話番号：」が選択さ
れます。

6
%S相手の
電話番号を入力

7
%（3回） 

SG（2回）

 .「メール：」が選択され
ます。
 .メールアドレスを登録
しないときは、手順a

に進みます。

次のページに続きます
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楽ともキーの使いかた（続き）

8
%S相手のメール
アドレスを入力

9

%（2回）

a

A

 .電話帳の登録が完了し、
楽とも画面に戻ります。

b

G（2回）

 .「ニックネーム」が選択
されます。

楽ともと電話帳の関係について
 .楽ともを登録すると、自動的に電話帳にも登録されます。登録
済みの電話帳を利用して楽ともを登録することもできます。
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c
%S4S2

SES2（5回）

 .「たかこ」が表示されます。

d

%（2回）

e
ASG（「いいえ」
選択）S%

 .楽ともキーの登録が完
了します。

f

"

 .待受画面にニックネー
ムが表示されます。

次のページに続きます

ニックネームについて
 .ここで入力したニックネームが、待受画面に
BCADのキー表示と共に表示されます。

緊急ブザーの連絡先について
 .ここで「はい」を選び%を押すと、連絡先に登録され、緊急
ブザー動作時に、電話やメールでお知らせできます。
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楽ともキーの使いかた（続き）

電話をかける

1
待受画面で

B

 .楽とも画面が表示され
ます。
 .CADでも、同様に操作 
できます。

2

%

 .電話が発信されます。
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おもな使用キー

文字入力の基本を覚え
ましょう。
文字は、電話番号同様
ダイヤルキーで入力で
きます。

文字入力キー
1つのダイヤルキーには
複数の文字などが割り当
てられています。

た行のひらがな

英字のGHIghi
数字の4

4

(や#は、特別な文字や
はたらきなどを入力する
ときに使います。

(

濁点（ ）゙、
半濁点（ ）゚

記号、
絵記号

#

読点（、）、
句点（。）

改行

文字入力の基本
文字入力状態でダイヤル
キーをくり返し押すと、割
り当てられている文字が
順に表示されます。

　

7V7
ま

7V7
み

目的の文字が表示されれ
ば、次に入力する文字のダ
イヤルキーを押します。

み

7V2
みか

7V2
みき

同じキーに割り当てられ
ている文字を続けて入力
するときは、Eを押したあ
と、同じキーを押します。

みき

7VE
みき　

7V2
みきか

ダイヤルキーの代わりに 
!を押すと、文字が逆順
に表示されます。

みきか

7V!
みきこ

表示されている文字をそ
のまま入力（確定）すると
きは、%を押します。

次のページに続きます文字入力のしかた

!

&



文
字
入
力
の
し
か
た

24

文字入力のしかた（続き）

漢字を入力する

1
4（4回）SE 
S4（6回）

 .ひらがなを入力するた
びに、変換候補が表示
されます。

2
6（4回）S( 

（2回）S1（2回）

 .変換候補に「鉄平」が表
示されます。

3

GSF／E

 .「鉄平」を選択します。

4

%

 .「鉄平」が入力できます。

入力例について
 .ここでは、「てっぺい」を入力し、「鉄平」
に変換する操作を例に説明します。
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文字の種類を変更する

1
文字入力状態で
&SG／H

 .入力する文字の種類を
選択します。

2

%

 .選んだ、文字の種類に
応じたマークが表示さ
れます。

3
7（2回）S2 

（2回）S1（5回）

 .「ミキオ」が表示されます。

4

%

 .「ミキオ」が入力できます。

入力例について
 .ここでは、カタカナで「ミキオ」を入力
する操作を例に説明します。
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おもな使用キー

メールやインターネッ
トを最初に利用すると
きは、オンラインサイ
ンアップを行う必要が
あります（メールアド
レスも取得できます）。

オンラインサインアップ

1
待受画面で

)

 .メールメニュー画面が
表示されます。

2

G（9回）

 .「オンラインサインアッ
プ」が選択されます。

3

%

 .センターに接続され、
オンラインサインアッ
プ画面が表示されます。

メール／インターネットの準備

)

%

G
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4
必要事項を
入力／設定

5
「これで設定を行う」

を選択S%

 .オンラインサインアッ
プが完了します。以降
は、画面の指示に従っ
て操作してください。
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おもな使用キー

楽ともでメールを利用
しましょう。あらかじ
め、オンラインサイン
アップ（AP.26）を
行っておいてください。

メール送信

1
待受画面で

B

 .楽とも画面が表示され
ます。
 .CADでも、同様に操作
できます。

2

G

 .「Eメールする」が選択
されます。

3

%

 .Eメール作成画面が表
示されます。

メールを送る／受ける

G

H

%
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4
%S件名入力

S%

 .文字の入力方法につい
ては、P .23を参照して
ください。

5
%S本文入力

S%

 .メールの作成が完了し
ます。

6

A

 .メールが送信されます。

7

送信が完了すれば

 .待受画面に戻ります。

次のページに続きます
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メールを送る／受ける（続き）

メール受信

1
メールを受信
すると

 .電話とは違うベル（メー
ル着信音）が鳴り、「 」
が表示されます。

2

%

 .新着メール一覧画面が
表示されます。

3

G／H

 .確認するメールを選択
します（受信メールが1
通のときは不要です）。

4

%

 .メール詳細画面が表示
されます。

インフォメーション画面について
 .上の画面（「インフォメーション画面」）では、メール受信のほ
か、不在着信や簡易留守録の用件録音もお知らせします。

読んだよメールで自動返信
 .あらかじめ登録した相手からのメールを読むと、
自動的に返信することができます（AP.8-6）。
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メール返信

1
メール詳細画面で

A

 .返信メール作成画面が
表示されます。

2
%S本文入力

S%

3

A

 .メールが返信されます。
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おもな使用キー

インターネットを利用
しましょう。あらかじ
め、オンラインサイン
アップ（AP.26）を
行っておいてください。

インターネット接続

1
待受画面で

H

2

G（6回）

 .「インターネット」が選
択されます。

3

%

 .インターネットメニュー
画面が表示されます。

インターネットに接続する

G

%

H

"
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4

%

 .ウィルコム公式サイト
に接続されます。

5

G／H

 .閲覧したい項目（リン
ク）を選択します。

6

%

 .選んだ項目のページが
表示されます。
 .5～6をくり返し、必要
な情報を閲覧します。

7
通信を切断するとき

"

 .ページは表示されたま
まです。
 .待受画面に戻るときは、
"を2回押します。

スクロー
ルバー

スクロールバーについて
 .画面に続きがあるときは、スクロールバーが表示されます。
隠れている部分を表示するときは、Gをくり返し押します。
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おもな使用キー

本機内蔵のカメラで写
真を撮影してみましょ
う。撮影した写真は、壁
紙に登録したり、メール
で送ったりできます。

写真を撮影する

1
待受画面で

&

 .カメラが起動し、撮影
画面が表示されます。

2
被写体を

画面に表示S%

 .撮影音が鳴り、写真が
撮影されます。

3

%

 .写真が保存されます。
 .カメラを終了するとき
は、"を押します。

カメラを楽しむ

$

"

&
写真を保存せずに撮影をやり直す
 .このあと$を押し、手順2をやり
直します。
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写真を見る

1
待受画面で
%SE

 .「アルバム」が選択され
ます。

2

%

 .最後に撮影した写真が表
示されます（写真画面）。

3

A

壁紙に登録する

1

BSG（4回）

 .「壁紙登録」が選択され
ます。

次のページに続きます

写真をメールで送信する
 .「メール添付」を選択し%を押すと、
メールに添付して送信できます。

他の写真を確認する
 .手順2のあとAを押すと、保存されている写真が表示されます。
G／Hで写真を選び%を押すと、確認できます。
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カメラを楽しむ（続き）

2

%SG

 .「全画面表示」が選択さ
れます。

3

%（2回）

 .壁紙が登録されます。

4

"

 .待受画面の背景に写真
が表示されます。
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おもな使用キー

元気だよメールを利用する
1日の最初に本機を
使ったとき、あらかじめ
登録しておいた相手に、
自動的にメールを送信
することができます。

宛先を登録する

1
待受画面で

%SHSE

 .「安心機能」が選択され
ます。

2

%

 .「元気だよメール」が選
択されています。

3

%

 .「元気だよメール」が選
択されています。

次のページに続きます

"
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元気だよメールを利用する（続き）

4

%SH

 .「送信する」が選択され
ます。

5

%SG

 .「送信相手①」が選択さ
れます。

6

%（3回）

 .電話帳選択画面が表示
されます。

7
F／E

SG／H

 .登録する電話帳を選択
します。

電話帳について
 .楽とも（AP.18）に登録した相手は、自動的に電話帳にも
登録されています。ここでは、その相手を選びましょう。
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8

%S"

 .宛先の登録が完了します。
 .テストのため、本機を
閉じておきましょう。

元気だよメールの動作
宛先登録後、本機を開い
て閉じると、自動的に次
のような内容のメール
が送信されます。

 .その後は、1日の最初に
本機を使うと、メール
が送信されます（送信
のタイミングは、お使
いの状況によって異な
ります）。
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緊急時に、ブザーを鳴
らして周囲に伝えるこ
とができます。また、あ
らかじめ登録した相手
に連絡することもでき
ます。

ブザーを鳴らす

1
I（緊急ブザー
キー：長く押す）

 .ブザーが鳴ります。

ブザーを止める

1
ブザー動作中に
何かのキー

 .ブザーが止まります。

緊急ブザーを利用する

おもな使用キー

I

緊急連絡先を登録しているとき
 .ブザーが鳴り始めて約10秒後に、連絡先に電話
やメールでお知らせします（AP.8-3）。

本機を開いた状態で
緊急ブザーを鳴らす
Iを長く押すと、次の
ような画面が表示され
ます。
このあと%を押すと、緊
急ブザーが鳴ります。
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1章　準備／基礎知識
各部の名前とはたらき･････････････････････1-2
電池パックを取り付ける／取り外す･････････1-5
電池パックを充電する･････････････････････1-7
電源を入れる／切る･･･････････････････････1-9
画面／マークの見かた･･･････････････････ 1-10
機能を呼び出す･････････････････････････ 1-13
電話番号を確認する･････････････････････ 1-14
マナーについて･････････････････････････ 1-15
暗証番号について･･･････････････････････ 1-18
はじめてインターネット（メール）を利用するとき ･･ 1-20

2章　電話
電話について･････････････････････････････2-2
電話をかける･････････････････････････････2-3
電話を受ける･････････････････････････････2-6
通話中にできること･･･････････････････････2-8
簡易留守録を利用する･･･････････････････ 2-10
電話の履歴を利用する･･･････････････････ 2-12
各種サービスを利用する･････････････････ 2-15

3章　文字入力
文字入力について･････････････････････････3-2
文字を入力する･･･････････････････････････3-3
便利な変換／入力方法を利用する･･･････････3-7
よく使う単語などを登録する･････････････ 3-10
入力内容を編集する･････････････････････ 3-11

4章　電話帳
電話帳について･･･････････････････････････4-2
電話帳に登録する･････････････････････････4-4
電話帳を利用する･････････････････････････4-8
楽ともリンクを利用する･････････････････ 4-10
短縮ダイヤルを利用する･････････････････ 4-14
電話帳を編集する･･･････････････････････ 4-16

5章　メール
メールについて･･･････････････････････････5-2
Eメールを送信する ･･･････････････････････5-4
デコラティブメールを送信する･････････････5-6
ライトメールを送信する･･･････････････････5-8
受信したメールを確認する･････････････････5-9

目次 詳しい目次は、各章の扉にあります
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目次

メールを返信／転送する･････････････････ 5-11
メールを管理する･･･････････････････････ 5-12
受信メールを分類する･･･････････････････ 5-14
メールの詳細を設定する･････････････････ 5-17
一般プロバイダのメールを利用する･･･････ 5-19
メールの接続先を設定する･･･････････････ 5-21

6章　インターネット
インターネットについて･･･････････････････6-2
インターネットに接続する･････････････････6-4
情報閲覧中の画面操作について･････････････6-6
画像やサウンドなどをダウンロードする･････6-9
ブックマークを利用する･････････････････ 6-10
ページメモを利用する･･･････････････････ 6-13
ブラウザの詳細を設定する･･･････････････ 6-16
一般のプロバイダを利用して接続する･････ 6-18

7章　カメラ
カメラについて･･･････････････････････････7-2
静止画を撮影する･････････････････････････7-3
いろいろな方法で撮影する･････････････････7-5
撮影した静止画を見る･････････････････････7-7

8章　安心機能
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